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N59b 超新星 SN1999byのCCD測光観測

加藤伸彦、山本勲（岡山理科大工）、田辺健茲（岡山理科大総合情報）

今年の４月末に銀河ＮＧＣ２８４１中に発見された超新星ＳＮ１９９９ｂｙの光度曲線を、冷却ＣＣＤを用い
て測光し、光度曲線を得たので報告する。使用した観測装置は前回の年会（田辺他、１９９９年春季年会、京都
大学）で報告したもの（口径２１ｃｍカセグレイン＋ＳＴ６Ｂ＋ Johnson-Cousins ＢＶＲＩフィルター）であ
る。。観測は５月６日以降殆どすべての晴天夜に行い、上記のフィルターならびにNo　 Filterについてデータを
取得した。測光データはＩＲＡＦのＡＰＰＨＯＴを用いて整約し、その上で同じフレーム内の２つの比較星に関
して差測光を行った。その結果６月末までに得られた光度曲線は、Iａまたは Iｂ型超新星のものを示している。
極大時のＶ等級が１３．２等級であったことから、ＮＧＣ２８４１の後退速度として７００ｋｍ／ｓという値を
用いると、極大の絶対等級は－ １６．０から－ １７．５等となり（Ｈｕｂｂｌｅ定数を１００ｈｋｍ／ｓ・Ｍｐ
ｃとした）、従来のＩｂ型よりもやや暗い。他のフィルターによる測光の詳細、ならびに７月以降の振る舞いに
ついては当日報告する。


